
令和８年３月１３日 

 

那須烏山市議会議長 中 山 五 男  様 

 

総務企画常任委員会委員長 興 野 一 美   

 

所管事務調査結果報告書 

 

令和６年第２回６月定例会において本委員会が申し出を行った閉会中の継続調査の結

果について、那須烏山市議会会議規則（平成１７年１０月那須烏山市議会規則第１号）第

１０９条の規定により、次のとおり報告します。 

 

１ 調査期間 令和６年６月１２日から令和８年３月１３日まで 

 

２ 構成委員 興野一美、髙木洋一、小堀道和、田島信二、髙田悦男 

 

３ 調査事項 

⑴ まちづくりに関する事項 

⑵ 防災に関する事項 

⑶ 税の収納対策に関する事項 

⑷ その他所管に属する事項 

 

４ 調査結果 

⑴ 地域公共交通「おきタク」に係る視察 

令和６年１０月２９日、地域公共交通の維持確保に向けた先進事例調査のため、

山形県南陽市にて予約制乗り合い交通「おきタク」を視察した。現地では、既存のタ

クシー資源を活用した運行システムや、利用者の負担軽減と利便性の両立を図る運用

実態について詳細な説明を受けた。市民の日常生活に密着した利便性の高い運行モデ

ルは、本市の交通空白地帯における移動支援策を検討する上で非常に有益な先進事例

であった。 

 

⑵ 消防団員専用アプリ「Ｓ.Ａ.Ｆ.Ｅ」の活用についての視察 

令和６年１０月３０日、福島県田村郡小野町にて消防団員専用アプリ「Ｓ.Ａ.Ｆ.

Ｅ」を視察した。本アプリは、発災時の出動要請から現場までのナビゲーション、水

利箇所の自動表示を一元化したシステムである。従来の無線による音声情報に加え、

文字と地図で正確な情報をリアルタイム共有できる点は、誤認防止と初動の迅速化に

極めて有効である。地域防災の要である消防団の持続可能性を確保するためには、こ



うしたスマートフォンの利活用による「現場の省力化」が不可欠であり、本市におけ

るＤＸ推進の好事例として参考となる取り組みであった。 

 

⑶ 地域おこし協力隊及びなすから特派員との意見交換会 

  令和６年１１月９日、本市における移住定住促進及び情報発信の実態を把握する

ため、地域おこし協力隊及びなすから特派員とまちづくりに関する意見交換会を実

施した。活動現場での課題や定住に向けた支援策について率直な意見を聴取するこ

とができた。引き続き、隊員の活動環境の整備や効果的なシティプロモーションが

図られるよう、今後の施策への反映を求めたい。 

 

⑷ 岩沼ＡＩ乗り合いバスの視察 

  令和７年１１月４日、公共交通の利便性向上に向けた先進事例調査のため、宮城

県岩沼市の「岩沼ＡＩ乗り合いバス」を視察した。現地では、ＡＩによる最適ルー

トの算出の仕組みや、高齢者の利用定着に向けた工夫について詳細な説明を受け

た。実際の運行状況を確認できたことは、本市における持続可能な交通体系を構築

する上で具体的かつ実践的な参考事例となった。本市の実情に即した移動手段の確

保に向けた検討材料として活用を期するものである。 

 

⑸ 福島県伊達市における移住定住促進施策の視察 

  令和７年１１月５日、本市のおける人口減少対策の参考とするため、先進的な取

り組みを展開する福島県伊達市を視察した。現地では、移住定住コンシェルジュに

よる移住希望者への伴走型支援や、お試し住宅を活用した相談体制、さらには定住

後のコミュニティ形成支援について具体的な手法を確認した。実際の成功事例に触

れ、定住に向けた受け入れ態勢の重要性を認識できたことは、本市の移住定住施策

を再構築する上で具体的かつ実践的な参考事例となった。 

 

⑹ 常陸大宮市における駅を中心としたまちづくり事業の視察 

  令和８年１月２３日、中心市街地活性化の先進事例調査のため、茨城県常陸大宮

市を視察した。現地では駅周辺の再開発計画や公共施設の集約化について説明を受

けた。実際に整備が進む常陸大宮駅周辺を歩き、駅を核とした都市機能の強化や住

民の回遊性を高める空間設計を直接確認し、本市のまちづくりを検討する上で、有

用な判断材料を得る機会となった。 


